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ウ イ ル ウ ェ ー バ ー。 ・ エ ン

ドイ ツ語 に接 して い ると,日 本 の生活 に比 べて ドイツで は耳 に許 え る生活 や 文化 が多 い

ことに気が つ く。 それ は ドイツ語 を 日本語 に直 す時 に著 しい。独 和,和 独何 れ のほん訳 に

おいて も,各 国語 の意味合 い には互い にずれが あ るか ら,全 くそれ に相 当す る訳語 が見つ

か りに くいの は無理 もない ことでは あるが,そ のずれ の度合 い に大小 が あ るので考 えねば

な らない ことが よ くあ る。 この よ うな言葉 の一つ ,Ruheに ついて ドイツ と日本 の民 族性

を考 えてみ たい。

Ruheは ドイツ人 の生活 にはパ ンの如 く重 要な もので ,日 本人 には理解 し難 い程必要 欠

くことので きない もので ある。 ドイ ツ人が 日本へ来 て驚 くことは,人 間 の多い ことと同時

に,雑 音 や騒音 の多 さで ある。 それ らの大小 では ない。 それは都会 に限 られ る もので はな

く,都 心 を離れ て,静 け さや,岩 に しみ入 る声の蝉 がい る処 において も同 じこ とであ る。

何故 な らば,そ こに も 日本 人が い るか らであ る。 どこへ 行 って も ドイ ツ人 の言 うRuheを

安心 して経験 す る ことはない。Ruheを 辞書で 調べ る と,休 息,休 養 ,静 け さ,沈 黙,平

穏 平和,落 ちつ き,余 暇,隠 退,睡 眠,永 遠,等 約11種 類 に説 明 され て い る。 何れ に し

て も これ らの多種類 の訳 の出 る根拠 は何で あ ろ うか。 これ を ドイ ッの気候 風土 の点か ら考

えてみ たい。

ドイ ッには高 山が ない。平 野 となだ らか な丘 のよ うな山 と森 の くり返 しで ある。 この森

や山を さ まよ うとき,日 本の それ らとは異 な った静 け さを経験 して,は た と胸 を打 たれ る。

ここにこそ思索が 生 まれ,グ リムの童話が 育 ち,ニ ーベ ル ンゲ ンの伝説 が伝 わ り,Hexe

(魔 女)の 迷 いが 拡が る。 人 々は森 林 を誠 に大切 にす る。 そ こに生 育す る樹 木 ばか りで な

く・ そ こをす みか とす る動物達 を保 護す る。F6rster(森 林管理 職)の 制度 が 中世紀 の頃

よ り既 に培 かわれ始 めた。時代 の進 む につれて徒 弟制度 に よ るあ らゆ る職業 の システ ムが

作 られ,Forsterも その一 つ と しての びてゆ く。Lehrling,Geselle,Meisterの 等級 を設

けて,こ の中GeselleとMeisterに は 国家 試験 を課 し,免 状を授 与す る。 免状 な しでは,

Gartner(庭 師),F6rster(森 林 管理 職),Schlachter(肉 ,ソ ー セー ジ屋),Backer(パ

ン,ケ ーキ屋),Schneider(仕 立屋),Schuster(靴 屋),Zimmermann(大 工) ,Tischler

(指物 師),Koch(調 理師),Goldschmied(金 銀 細工師),Friseur(理 髪 師),Drucker

(印刷 屋),Muller(粉 屋)等 の経営 もで きない し,そ こに雇 って も貰え ない。Meisterの

免 状 な しでは,Lehrlingを 引受 けて その養成 をす る ことがで きな い。MeisterはLehrling

が 幾年 かの養成 期間 の後 国家試 験 にパ スで きるよ うに指 導す る義 務 と責任 が あ る。 この

制 度 は今 日も ドイツのあ らゆ る職場 に生 きて い る。indieLehregehen(弟 子入 りす る)

とい う言 葉が,大 都会 の近代 的な会社 であ た り前の よ うに 口に され る時,そ の伝統 の重 さ

と共 に,こ れ を守 り,そ こに誇 りを さえ持つ ドイ ッの 国民 性を 長髪 の青少年 の 中に感 じ

る。 勿論 同時 に,封 建的 な色 の濃 いLehreに 対 す る反揆 も持 って いる。 例 えば,自 分 達

は床 の掃 除や,走 り使い の為 のLehreに 来 てい るので はない,仕 事を覚 え るためで あ る
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と 子三張 して,小 僧修業 に当然附随 してい た雑用 を拒否 す る声をよ く耳 にす る。然 しこれは

Lehreを 否定 して い るのではない。

F6rsterの 免状を得 た管理 者が 森林 を 見て 【・1るのは 東 西 ドイツ 全 」二に ト〔って 変 りが な

い。北 海道以北の緯度 に位置す る ドイツには,茸 や木葡 の類 が多い.森 に入 って茸を とる

のは自由であ るが,F6rsterに 出遇 った時 に,茸 を根 ご と取 ってい るのを 見つ け られ る と

罰金を とられ る。茸は根元を ナ イフで切 りとって 菌糸を根 と共 にそ っと して お くよ うに と

f供 は親 か ら教え られて育つ。 虚茸の区別 もForsterは 教えて くれ る。 森の腐蝕 ヒを持 ち

出 して も罰せ られ る。樹木 の 下枝 の伐採,害 虫の駆除,植 林,鳥 獣 の保 護,そ の他多方面

の知識を持 ち,動 植 物の学名 も知 ってい る。森林 を相手のF6rsterの 生活 は ,き び しい 自

然 との対決 であ り,山 男 にも通 じる自然 人の気慨 を持 ち,ロ マ ンチ ックで もあ る。 自か ら

F6rsterと して 生きた森 の詩 人,IlermannLops ,の 甘 くて,純 で,素 直 で,ユ ーモ アで,

美 しい数 々の詩 に自か ら作 曲 した歌集,UerkleineKosengartenは あま りに も有 名であ る。

占来 ドイツの文学 や民 謡に もForsterは よ く登場 して ロマ ンスを撒 く。Forsterの お蔭で

森 はよ く管理 され る。 幾百年 来積 りに積った落 葉のr _を歩 くとき,弾 力の こもった,厚 み

のあ る柔か さは,最 高 の カーペ ッ トも及ばな い感触 であ る。一 年の四分 の三 は冷 えびえ と

した気候 であ り,霧 の 立ち こめ ることが多 く,冷 雨が降 りそそぎ通 りすぎて ゆき,や がて

は雪 に と じこめ られ る。森 は夏 の さ中で も静 ま りか え り,黙 りこ くって ,い つ も しっ とり

と しめ ってい る。 い くらぬれて いて も,夏 で も温度が低 いので 下草の生長は ゆるやか でよ

わよわ しい。 春か ら夏 にか けて,と い う言葉は 日本のよ うに長い ものではな く,何 とな く

あわただ しい。 人 々は爆発 的に,花 と青 葉 とで 一斉 に始 まる五月の 春に,喜 び も爆発 さ

せ,Ostem(復 活祭)やPfingsten(五 旬祭)に 酔い,さ てTrarira!DerSotnriler ,

deristda.WirwollenindenCiartenulldwollendesSommerswarten!(ラ ,ラ,ラ,

夏だ よ,お 庭へ 出て夏 を迎 えよ うよ)と 歌 う。 そ して 早 くも,寒 くな らない中に 日や け し

て泳 いで お こうと心 急 ぐ。 それは年 による と雨が多 くて うす ら寒 く,夏 にな り切 らずに終

ることがあ るか らで ある。 五月か ら八月初旬 まで の この季 節は 日本 人か ら見れ ば全体 を通

して春で あって,夏 もあるとは言 えない。何 故な らば花は咲 きつづ け,咲 き乱 れ,日 本 の高

山の 花の よ うに色鮮や かに,香 り高 く,鳥 は歌 い通す。 酷暑 等 とい う無情 な言葉 は思 い も

よ らない。 朝晩は ひや りと して,セ ー ターを しまい こん でお くわ けにはゆか ない。 この気

候 は人々を 散歩好 きにす る。 町の中で さえはや足で歩 いて も汗ばむ ことも少 な く,疲 れ る

こともない。 ま して森の 散歩 は全 く快適 であ る。 そ こにはRuheが あ る。森 が人 々にRuhe

を教 えたのであろ うか。 ドイツ入が夏 と称 す る七月か ら八 月初旬へ かけての 日中の 日ざ し

は鋭 い。 それ は 日本の高山で受 ける 日焼 け し易い澄 んだ光で ある。然 しこの焼 くような 日

ざ しを含む空気 はあ くまで冷やかで ある。

八 月のお盆前,突 如 と してつ るべ落 しの夕 日と共に秋の気配が しのびよ る。研究 室の実

験 圃場の仕事 は もはや 日本です るよ うに,夕 暮遅 くまでねば ることはで きない。真 暗 にな

るか ら急いで仕事 を切 りあげて,暖 か い部 屋で タ食 の黒パ ンを家族 とか こむ ことや,食 後

のだん らんを想いつつ家路 を急 ぐ。 ドイツの春 と秋 は 日本 のそれ らとは反対で ,春 は カラ

リと晴 れていて,花 曇 りや春 雨の ムー ドはな く,そ の代 りに秋 は どん よりと曇 って しめ っ

ぽ い。霧 が多 くな る。DerWaldstehtschwarzundschweigetundaufdenWiesen

steigetderweisseNebelwunderbar .(森 は黒々 と黙 し,草 原 には白い霧 が立ちのぼ り,

それ は素晴 しい)と 民謡 に歌われ,シ ューベ ル トの歌曲 に出て 来る魔王 が川辺 の しだれ柳
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の 下に灰色 に立 つ,父 親 が 「あれ は霧 のた なびきだ よ」 とい う。 秋 は短 か く,間 もな く冬

の木 枯 しが吹 きよ って,両 者 の間 の葛藤 が聚雨 や一 と時の晴 間 とな って黄 葉,紅 葉 の錦を

飾 る。秋 か ら冬 にか けての霧は ドイツの風物 に欠 かせ ない ものの一 つであ る。 この よ うに

して,一 家 だん らん と共 に冬 の夜長が 始 まる。 それ は翌年 の三 月い っぱい続 くので ある。

DerApril,derApril,derweissnicht, 、waserwill!(四 月 よ四月 よ,お 前は ど うしよ

うとい うのだ)と 誰 もが 口にす る気 ま ぐれ なまだ まだ 寒 い四月の雪 どけが 春 のプ ロ ロー

グであ る。Winter,WinterraumetdasFeld!(冬 さん,冬 さん,原 っぱを 明 け渡 して よ)

と子供達 は押 しよせ る春 の気 配 と尚 も争 う冬 をた しな めて,カ ッコーの歌を歌 う。Winter

ade!Scheidentutweh!AberdeinScheidenInacht,lossmirmeinIlerzelacht!(冬 さ

ん,さ よな ら,お 別れ は悲 しい ものだ けど,お 前の きよ な らには私の心 はニ コニ コ して る

よ)と 冬 の往 くのを促 して いる。 こ うした九 ケ月 に及ぶ 長い冬 ご もりにも人々はRuheを

見 出す。 室 内楽が育 ち,文 学 作品の読 み回 し,思 索,哲 学,読 書,手 芸,rl二作,等 は何れ

も冬 の夜 長 とRuheに 結びつ く文化 で ある。

大部分 が温帯,亜 熱 帯の気候 であ る 日本 では,師 走 か ら小寒,大 寒 の真冬 で も,太 陽 が

輝や き,小 春 日和,日 だ ま り,等 の懐か しい言葉が あ る。 タ暮 にな って も,寒 風 に背 を丸

くして家路 を急 ぐことは少 な く,帽 子無 しでは頭 の芯 が冷 えて危険で あ るとい うよ うな極

寒 もな く,途 中でパ チ ン コや串 カツに寄 り途 をす る。 太陽の 光は人 々を戸外 へ誘 う。然 し

そこにはRuheは 見 出されない。 まばゆい まで の明 るさ,開 放 感 と同時 に,地 面 は空気 中

の湿度 とは無関係 に乾 き,植 物 はひか らびた緑 とな り,害 虫 ははび こり,総 てが 埃 っぽ

くな る。 ドイツでは数 日み がかない で もきれい な靴 を,日 本 では毎 日拭 かねばな らない。

この埃 を人 々は呼 吸 し,衣 服 に も うけ とめて いるのであ る。 こう した環境 は何一つ落 ちつ

きを与え る ことが な く,入 々を考 え るよ りも行動へ と追 いたて る。Ruheの 無 い ところで

は,耳 に許 え ることよ りも,一 見 して 早 くつかみ とる必要 があ る。 その為 に総てが 表面的

な考え方 や見方 に終 って も致 し方 のない ことで あ る。

これ に加 えて 気 候風土 よ り来 る食生活 も 影響 が ある。 日本 の米食 中心 の食 生活 は,高

温,多 湿 の条件 も加わ って,脂 肪 や油気の少 ない食 物を好 む。安上 りでおい しい 米食を大

量に摂 る ことに よ り満腹 感を得 る。 然 しこれ は長年 の間 に胃拡張を お こ し易 い。 私が ドイ

ツか ら帰 ると,始 め一 ケ月程は 丼物一杯を食 べかね る。 然 し間 もな く胃は順応 してふ く

れ る。 子供 の下腹 部が ふ くれて い るのは,日 本で は 健康で あ ると され るが,ド イツで は

Kartoffelbauch(ジ ャガ イモ バ ラ)と 呼 んで不健康 の しる しと され る。 貧 しくてパ ンの買

えぬ人 が安い ジ ャガ イモを子供 に多 く与 えた ことか ら来 る。米食 で満腹感を得 ると,そ の

量の為 に体がだ る くな り,睡 気 を もよおす。 思考 や哲学 す る前 に居眠 りた くな る。 日本 の

乗物 の中で眠 る人 の多いの は,日 本 人が 目の民族で,「 目は口程 に物を言 う」 ので他人 と

視線を合 わ さな いために 目を と じるとい う説 があ る。然 し私は そ うとは思わ ない。 日本人

の 目はそれ程表現 に使われて いない。無表 情に近い と さえ言 える。 これ は 日常生 活で毎 日

のよ うに経験す るところで あ って,レ スポ ンス(応 答,反 応)が 無 いので あ る。 日本 の封

建 的習慣か らぬけ出 して いない とも言 え るが,又 高温 多湿 の気候 と,米 食 によ る消化器 の

量的過重 によ るけだ る さが,習 慣 に この ような方 向ず けと して働 いたの ではないか。 視線

を他 入 と合 わせない よ うにす るの は ドイツにおいて も,話 し相 手以外 の者 に対 して は同 じ

ことで,目 のや り場 は もっときび しい。他 の人 の腰 か ら下へ 目をや って はいけな いの は社

交の マナーであ る。視線 を合わ さない まで も,じ っと見 られ た時は何か を注 意 して くれて
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い るのであ って,見 られた者 はその 非が ど こに あるか と自分 を 見回す。 この よ うな反 応 は

日本 では見 られな い。 然 しなが ら思 考力を減退 させ る気 候 と食生活 との 下で,先 進諸 国 に

遅れ を と らぬため には,目 を使 って手早 く事を運 ばねば な らな い。 それ に伴 なってお こる

雑音 や騒 音は,け だ るさ と,太 陽 の輝や きの 中では物 の数 で はな く,む しろ適度 の刺激 と

さえな って い るよ うで あ る。 駅を は じめ公 共 の場 の 多す ぎ るアナ ウ ンス,宣 伝 カーの 自由

放題 の発声,靴 をは じめその他 のは き物 をひ きず る音,子 供 のつ っか け に笛 をつ けて,そ

れ は一歩毎 に ピッピ ッと鳴 って親 もそれで良 い と思 ってい る。 あい そ笑 い,話 し乍 らシー

と歯の問か ら息 を吸 うあいの手,咳 払 い,鼻 す す り,く しゃみ,し ゃっ くり,カ ー ッと疾

を吐 く,げ っぷ,汁 物 や飲物 を畷 るばか りで な く,御 飯や おかず もす っと吸 い込 みなが ら

口に入れ る,口 を あけてニ ャムニ ャム と噛む,お 茶等 を注 ぐ音,自 転車や 自動車 をギ ャー

といわせ て ス トップす る。 日常生活 は,ド イツで は聞かれ ぬ雑音 で限 りな く満 た されて い

る。騒 音公害 もさる ことなが ら,自 己の作 る騒音 には無 噸着で あ る。 やが ては子供 もそれ

を 見倣 って大 人 にな る。人里 離れ た山寺 に静 けさを楽 しむ 人で も,は き物 を ひきず り,咳

払 い,鼻 すす りはす るだ ろ う。 お寺 の和 尚様 は しぶ茶を すす り,お しん こを カ リカ リか じ

る ことだ ろ う。

教室 で子供 達が さわが しい時 に,Ruhe!と 先生 は注意す る。病院 の廊Fに はRuheと

は り紙 が してあ る。 そ してRuheは 自分 に とって必要 で ある ように,他 人 に も必要 であ る

ことが,子 供 達 に しつ け られ る。 ドイ ツの小 中学校 の授 業 は午 前 中だ けで,生 徒 は午後一

時 の昼食 に我が家 へ帰 る。 食後 か ら四時 頃 まで,子 供 には た っぷ り出 され た宿題を,大 人

は休 息を,と 子供 達 は絶 対 にRuheを 守 らせ られ る。 「ペー ター君 の一 日」 とい うよ うな

絵 本 には,必 らず 午後 のRuheの 絵,子 供達 が ママや お隣 りの オー マ(お ば あち ゃん)の

ことを思 って静 か に勉 強 してい る一 と駒 が入 って い る。 日本で は大学 の教室 で も学 生が授

業中 に しゃべ る。 回 りの人 々に迷惑 だ と考 え る しつけが ないので注 意を して も通 じな い。

知 って い る ことと,し つ け られて い ること とは別で あ る。 日本 人が 「わび」 や 「さび」 を

好ん で も,そ れはRuheの よ うな絶 対的 な ものを望 んで はい ない。 様 々の雑音 を伴 な い,

それ に よって 人 間の存在 を,更 には生 き物 の存在 を 確 か めて い る。 ドイツの森 の よ うな

Ruheの 中へ 日本人 をお けば,ど う しょ うもな くとま ど うことだ ろ う。 恰 か も ドイツ人 が

日本 の雑音 や騒音 の中 にほ う りこまれ たよ うに。

日本 の文化 には 目に許え る ものが多 い。 日本 画,能,歌 舞 技,着 物,生 花,茶 の湯,書

道,料 理,日 本 間,等 々。 又 目新 ら しい,目 先の変 った,見 た 目に も美 し く,等 と目に許

え る言 葉が多 い。 これ に比べ て耳 に許 え る文化 は ス ケー ルが 小 さ く,特 異性 の強 い ものが

多 い。例 えば 日本音 楽 は歌 も楽 器 も,世 界 に素直 に受 け入れ られ るには特 異な点が 多す ぎ

る。文学 や哲学 も結論 を急 ぐ傾向が あ った り,範 囲が 限定 されて スケールが小 さい。

日本 に落 ちつ きを与 え ない環境 と して 今一つ 四季 が あ る。 暖かい季 節が 多 い許 りで な

く,三 ケ月毎 に四季が 規則正 しく回 って来 る。 これ は家庭 を持つ 主婦 に最 も身近 か にひび

く。家 族 の者 の衣類 の出 し入 れ,寝 具 や家 具の とりか えや手入れ,食 事 の こん 立て,と 衣

食住 に亘 って年 中追 い回 され る。 ドイツで暮す の とは非常 な差が あ る。 日本 中が 四季 に追

われ て落 ちつ く暇が ない。冬 は寒 い けれ ど も凍死 の危険 は少な い。 従 って暖房が 不完全 で

寒 さをが まんす る。恰 か も ヨpッ パ にお けるイ タ リーに事情が 似て い る。夏 は耐 え難 く

蒸 し暑い。 子供 はあせ もに苦 しみ眠 れ ぬ夜が つづ く。 も うが まんで きない と思 う頃 に,ふ

と朝 晩 ヒヤ リと した 立秋 が伝 え られ る。 生か さず 殺 さず の線 を ゆ く気候 とで も言 いた い。
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この よ うな四季の移 り変 りに人 々は一 生を追 い立て られ てい るよ うで あ る。 これ は然 し落

ちつ きを与 えない代 りに骨 身惜 しまぬ ことを教 えた よ うで あ る。聖 な る讃美歌 に護 られて

昇天す るよ りも,冥 土 の路を三途 の川や えん ま大王,地 獄,極 楽,西 方浄土へ と,も まれ

てゆ く努 力を死後の魂 に も与 え られ てい るよ うであ る。衣食 住,宗 教,芸 術,教 育,何 れを

と りあげ て も,和 式,洋 式,中 国式 の二重,三 重の生活 を して いる。 この よ うに複雑多岐

に亘る生活 は ドイツ人 に はで きない。 とて もこれで はRuheが 持 てないで あろ うとい う。

ドイツの食生活 よ り得 られ るRuheは 大 きい。 そ こにはタ食時 の忙 しさが ない。 煮炊 き

を しないので ある。 これ は家庭生活 を は じめ国中の夕食 時 に大 きい影 響を与 えてい る。 朝

は 白いフ ランス/¥°ン様 の,餅 に似 た風味 のブ レチヘ ンにバ ター とジャムや マー マ レー ドを

つ け,コ ー ヒーや紅 茶をのむ。昼食 は ジ ャガ イモの塩 ゆでを主食 に,火 を使 った ドイツ料

理で,め ん類や米食 は主食 に時々変化を与 え る為 に使 う。 勤め先 や学 校で は給食 にな って

い る。 そ して これ は 内容 豊かで ぜい た くな もので あ るが,ド イツ人 はそれで も 文句を言

う。 その時私 は罰 が当た りそ うに思 う。 「如何 なる時 で も不平 は言 うものだ,そ れ によ っ

て進歩が あ る」 と彼 等は言 う。 夕食は黒パ ンに ソーセー ジ,チ ーズ,ピ クル スであ る。親

代 々十年 一 日の如 く,毎 晩同 じこん立て であ るが,夕 暮 ともなれ ば黒 パ ンを想 い食慾がか

き 立て られ る。 夕食 の黒パ ンは実 におい しい。 それ らはパ ンに も,ソ ーセー ジにも,チ ー

ズに も種 類が多 く飽 きるこ とが ないか らで あろ う。 黒パ ンのあ る限 り ドイツ民族 は強 い と

いわれ る。 確か にそれは玄米食 に相 当す る もので理想 的な主食で あ る。 一 日を終 り休息 に

入 る前の食 事を黒パ ンに した ことは,生 理 的に も精神的 に もRuheに つ なが るであ ろ う。

寝 る前 に大食をす ると健 康 に良 くない と誰 もが言 う。私 は黒パ ンニ枚で満足 して しま う。

タ食 は 七時 か ら 八 時頃な ので,五 時 頃に はお茶 の 時 間が ある。 コー ヒー一杯 です ませ る

入,ケ ーキを たべ る人,リ ンゴをか じる人,ク ネ ッケ ブロー トにた っぷ りバ ターをつ けて

チーズを山 と盛 ったのを片手 に ウムウム とおい しそ うに仕事す る研究 員等,家 庭や職場 に

よって様 々で あ る。訪 問者や友人 と話 しこんで しまって夕食時 にな って も主婦 はあわて な

い。家族 の者が帰宅 して揃 うと,冷 蔵庫 か らソーセー ジや チーズを出 して黒パ ンと共 に食

卓 に並べ るだ けで よい。 飲物 に紅 茶や ペパ ミンツテ ィ(ハ ッカ葉茶)を 作 らないで,ビ ー

ルや ワインをの めば,火 を使 うことが無 い。 突然訪ね て も,訪 ね られて も,泊 あて貰 って

も双 方共 に気兼 ねがない。今 日の おかず は と頭を しぼ ること もない。 日本 で も家事労働 の

軽減 の策 と して共 同炊事が提 唱 され るが,ド イツで は正 に これが実行 されて い ると言 え る

ので はないか。 朝食,夕 食共 に既 製品を買 い整え るだ けであ る。 昼食 には給食が 時代 と共

に増す一 方で ある。週5日 勤務 制であ るか ら,土 曜や 日曜の朝食 には卵を使 い,昼 食 は主

婦の腕 を振 う場で あ る。 午後 のお茶の時間 は手作 りのケーキを楽 しみ家庭生活 は守 られて

ゆ く。互 いに訪問 して社交が培か われ る。 夕食 の心配が ないか ら,気 持 にRuheが あ る。

寒 い時季 の長い気候 の下 に一家だ ん らん の機会 が与 え られ,こ の よ うな食生活 の伝統 がで

きたので あ る。 然 しこれ は便 利で あ るか らと 日本 へ導入 しよ うと して も,た とえ黒 パ ン冷

食 の材 料が揃 って も,忽 ちこの形式 は崩れて しまう。Ruheが このよ うな食生活 を生み,

それ によ ってRuheが 更 に保 たれてゆ くのであ ろ う。

Ruheの 無 い気候の故 に 日本で は外部 か らと り入 れた文化 を落 ちつ いて 充分 に観察,消

化 して身 につ ける余裕 を持つ ことがむずか しい。 「こ とあげせぬ 国」 といわれ るよ うに,

問答無用 であ って結論 を急 ぐ。 「何 故」,「 如何 に」 と問 うことを とび こえる。 問わねば

そこで会 話は途絶 え,社 交 は成 立 しな い。考 え ること も,哲 学す る こともな い。 例えば儀
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式 にそんな処 が見 られ る。結婚式 では順 序正 しく,特 に始 と終 りを大 切にす る。 そ して祝

辞 を誰 々が述 べたかが重要で あって,そ の内容は型 にはまった ものでよい。 この 中ヘ ドイ

ツ人が入 ると大変であ る。彼 はどんな短かい言葉で も,そ っと書 いて検討 す る。 どんなこ

とを如 何に話 したか,が 批判 され ると思 ってい るか らで ある。反対 に例えば欧米の メダル

が 日本 人に伝 達 され る式典 において,主 宰の ドイツ入は伝達 の式辞 に重点を おいて ,早 く

か らその文章 や内容をね りあげるのに苦 心を払 う。 日本側 はその式典 の勝手の違 うのを理

解 し兼ね るが,式 後 それが印象深 く,内 容豊 かな ものであ った ことを認 めた。 日本 は他国

の文化 を貧 りとり入 れ,忙 が し く要点 を抽 出 し,結 論を出 して,仕 上 げて気 が納 まる。 摘

要す るので あ る。 生花 は 自然を三要素 の 「天地 人」 に要 約 した もので あ り,茶 の湯 は 日本

住居の あ り方 やマナーのエ ッセンスで あ る。能 は舞 踊 による魂の表現 の シンボ ル化 の極み

で あ り,日 本座 敷は床 の間に装飾の集 中単一化 をね らってい る。着物 も黒 髪の下 にのび る

うな じの曲線 をひき 立て るのに,こ れを横断 す る 衿の線 のア クセ ン トだ けに 集中 してい

る。 首飾 り等 は使 わない。 帯の結び一つで 胴の線 に変化 を与えて全体 のバ ランスを背部で

とり,同 時 に腰を 目立 たせぬ ように して,ス ラ リと見せ るのに役立てて いる。脚 を 見せな

くて も,か くれ た美 しさを裾の線 で匂わせ る。着物 の寸法 は劃一で着つ けによ って個性 を

出す。 型紙 を使わず長方形 の布 のつなぎ合わせで,こ のよ うな複雑な着 こな しので きるこ

とに ドイツ人は驚 く。 日本画 は平 面的に見え るが,こ れ は線 と色 とで何物を も象徴的 に捉

え,そ の特長を抽 出 して い るのであ る。 これ に比べ る と油画 は結 論を急 ぐことな しに,色

を重 ね,ぬ りかえ,か きかえて,問 いか けr自 答 して そのプ ロセ スを楽 しみ味わ う。俳句

や和歌 は,日 本人の リズム感であ るスウ ィングの四拍子 を保 ちつつ,十 七文字 や三十一 文

字 に詩 の心が精選 されて い る。 これを独訳 す ると長 々 しくな る。 それで もその訳文 はあま

り聞 き苦 しくない。 然 し ドイツの詩 を和訳 す ると,俳 句や和 歌に馴 れてい る日本 人の感覚

には,く ど くど しくて好感が持て ない。

Ruheに ついて,そ の由 って来 るところを考 えて ゆ くと,夫 々の国の気候風 土が如何に

その民族 に,従 ってその文化 に影響を与 えて い るかが分 る。 国際化せ ざ るを得 な くな った

今 日,日 本人が様 々に批判 され る。然 し何 故そ うであ るか とい う問いか けはあま りな され

ない。 日本人 はdenken(考 え る)を あま り しない といわれ る。 考え ることをふ み こえ ,

骨 身惜 しまぬ努 力によ って結 論を急 ぐ。 そのあ とで必要に応 じて考 えて 回 り途 を してい る

のではないか。生活様式 であれ,文 化,芸 術 ,教 養 であれ,し つ け,宗 教で あれ,欧 米 と

比較す ることによって 日本を批判す ることは,そ の由来をつ きすす めて ゆ くとむず か しく

な る。 然 し,日 本は 日本,ド イツは ドイツと 言いきれ るまで には,そ れを分析 し,観 察 し

て 「何故」 とい うことを理解 整理 してか らで なけれ ば,混 乱 して,回 り道を して進む こ と

にな るで あろ う。
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